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１．はじめに  
 杭とプレキャスト部材の接合方法のひとつに鉄骨差込み方式

による接合方法がある 1),2)。鉄骨差込み接合は、海上に打ち込ん

だ鋼管杭の内部に、プレキャスト上部工から突出させた差込み

鋼材を挿入し、中詰コンクリートにより一体化させる接合方法

である。この方法では、杭の打込み誤差（平面位置±10cm）を

考慮し、設計標準 3)に準じて杭頭接合部の耐力照査を行う。差

込み鋼材と鋼管杭の相対的な位置のずれを考慮した耐力評価を

行うことで、優れた施工性と誤差吸収性能を確保できる。 
本稿では、本接合方式を採用した海上係留ドルフィンのプレ

キャスト施工について報告する。 
２．プレキャスト構造 
 本工事では、臨海油槽所において写真-1に示す係留ドルフィ

ンを構築した。構造は、杭基礎と鉄筋コンクリート構造の上部

工から成る。本施設の早期供用開始を実現するため、上部工の

プレキャスト化を採用した。 
 ドルフィン上部工の構造図を図-1に示す。差込み鋼材は 2 本

の H 形鋼を十字に加工したものを用いた。鋼管杭内に差込み鋼

材の 1.5m を挿入し、設計基準強度 24N/mm2 の中詰コンクリー

トを打ち込むことにより、上部工と鋼管杭とを一体化した。プ

レキャストブロックは、杭天端高に合わせて平行に配置した 2
本の溝形鋼を仮受材として、杭天端に据付ける構造とした。 
３．施工  

施工フローを図-2に示す。 

3.1 プレキャストブロック製作 

 プレキャストブロックは、鋼管杭の打設完了までに養生を含

めて作業が完了する工程で製作した。プレキャストコンクリー

ト打設前に差込み鋼材を設置するには、プレキャストブロック

の下方に空間が必要となるため、仮設架台等を用いる対応が一

般に想定される。本工事では、プレキャストコンクリート打設

完了後に杭頭部箱抜き上方から差込み鋼材を建て込んだ。差込

み鋼材の天端には、仮受梁に載るように配置したトッププレー

トを設けることで、図-3に示すように、ブロック吊上げ過程で

所定の高さに配置される計画とした。このように、仮設架台を

省略することで、施工性と安全性の向上を図った。 
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写真-1 係留ドルフィン 

 

図-1 係留ドルフィン上部工の構造図 

 

図-2 施工フロー 

プレキャスト

コンクリート

海上現場打ち

コンクリート

4,000 1,250

6,500

1,
25

0
1
,2

50

2
,5

00

1,250 4,000 1,250

6,500

+2.00

+0.40
L.W.L.  -0.017

H.W.L.  +0.803

1,250

鋼管杭
φ1,000×14t

+0.90

+1.15

仮受梁 L=6.0m
[-200×90×8×13.5

鞘管 L=0.62m
φ1,300×9t

差込み鋼材 L=1.75m
H-588×300×12×20

仮受梁 L=6.0m
[-200×90×8×13.5

鞘管 L=0.62m
φ1,300×9t

杭頭部箱抜き

中詰コンクリート

差込み鋼材 L=1.75m
H-588×300×12×20

-0.70

杭頭部箱抜き

プレキャストブロック

平面図

断面図

鉄筋工・型枠工

コンクリート打設

型枠脱型

差込み鋼材配置

鋼管杭打設

プレキャストブロック据付

鉄筋工・係船柱設置

現場打ちコンクリート

附帯設備の整備

鋼材加工・配置

陸上作業 海上作業

VI-1048 令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - VI-1048 -



3.2 プレキャストブロック据付 

 プレキャストブロックの据付けでは、杭頭部視

点カメラでのモニタリングにより、容易に位置調

整を行うことができる（写真-2）。また、据付直後

は差込み鋼材が仮受梁に載った状態であり、水平

方向には固定されていないため、据付後に差込み

鋼材の移動も可能である。これにより、鞘管と杭

との遊間で杭の施工誤差を吸収すると同時に、差

込み鋼材の杭に対する相対位置を微調整し、表-1

に示す出来形精度で管理することができた。 
3.3 現場打ちコンクリート 

 鋼管杭にプレキャストブロックを据付けたの

ち、現場打ちコンクリートを打設した。現場打ち

コンクリートは、近傍の岸壁にて生コンクリート

を受け入れて海上運搬し、コンクリートバケット

により打設した。差込み鋼材周辺において充填不

良等が生じないよう、スランプを 12cm で管理し、

入念な締固めを行った。 
４．プレキャスト化の効果 
 上部工のプレキャスト化により海上での実作

業日数は、当初計画（海上での現場打ちコンクリ

ートによる上部工構築を想定）の 11 日に対し、

プレキャストブロック据付、現場打ちコンクリー

ト打設、型枠撤去の 3 日まで短縮した。また、上

部工構築に要する労務は、当初計画 102 人･日に

対し、プレキャスト化により 85 人･日に削減し、

17%の省人化を実現した。要因として、鋼管杭打

設とブロック製作を並行して進められた点、海上

作業での上部工構築に必要となる支保工の設置・

撤去作業を省略できた点などが挙げられる。 
５．結論 
 鉄骨差込み接合方式を採用したプレキャスト

施工により、杭の施工誤差を吸収して高い出来形

精度でドルフィンを構築し、工程短縮と省人化を

実現した。 
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図-3 差込み鋼材の配置方法 

 

写真-2 据付状況（全景および杭頭部） 

 
表-1 出来形精度 

 
表-2 プレキャスト化の効果 

管理 設計値 実測値 誤差 管理上の 模式図
項目 [mm] [mm] [mm] 要点

① 186 190 +4
② 192 190 -2
③ 186 170 -16
④ 192 190 -2
① 186 190 +4
② 192 170 -22
③ 186 190 +4
④ 192 195 +3
① 141 160 +19
② 141 140 -1
③ 141 130 -11
④ 141 150 +9
① 141 160 +19
② 141 130 -11
③ 141 130 -11
④ 141 170 +29
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